
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

イヴァン

ナイトメア

参謀

15

4500

異貌、弱点[土、銀+2]

男 不明

有名人の友達がいる(いた)
命を救われたことがある
大切な約束をしたことがある

10

7

13

8 60 78 13

8 42 60 10

5 16 28 + 2 5

4 2 13 2

12 25 4

9 22 3

シューター

セージ

ウォーリーダー

15

15

13

鋭い目

弱点看破

マナセーブ

マナ耐性

賢人の知恵

精密射撃

武器習熟A/クロスボウ

命中強化

射手の体術

回避行動

武器習熟S/クロスボウ

武器の達人

狙撃

2120

2121

2123

3144

3142

IB30

IB31

IB32

IB29

IB29

IB31

IB31

IB37

エルフ語

交易共通語

神紀文明語

ドラゴン語

ドレイク語

ドワーフ語

汎用蛮族語

魔神語

魔動機文明語

魔法文明語

バジリスク語

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

軍師の知略

怒濤の攻陣Ⅱ：烈火

怒濤の攻陣Ⅱ：旋風

流麗なる俊陣Ⅱ：陽炎

鉄壁の防陣Ⅱ：鉄鎧

怒濤の攻陣Ⅲ：轟炎

怒濤の攻陣Ⅳ：爆炎

流麗なる俊陣Ⅲ：幻惑

流麗なる俊陣Ⅳ：俊脱

鉄壁の防陣Ⅲ：甲盾

鉄壁の防陣Ⅳ：無敵

鉄壁の防陣Ⅳ：反攻

大いなる挑発

0 0

0

0

0

15 28 25 20

ハードレザー 13

1

26

4

4シューター

イストーチニク
ガルド参照、射程40m

2H 26 1 31 10 21 56

冒険者セット

太矢(12本)x2

光牙の太矢x3

ヒーリングポーションx5

警戒の石
-119560

3 60 180 26 4 58

19 23 17 18 22

栄冠の軍師徽章つきの帽子

スポッタードール

怪力の腕輪

えびら

サイレントシューズ

シャイニングリング

鼓咆を3ランクから使用できる

《狙撃》時命中+4

矢/太矢類を24本収納

隠密判定+2

『ライト』の効果を得る

ナイトメアの例に漏れず、迫害を受け続けた青年。生まれ育った街からは自立後すぐに去り、普段は人間として各地を転々としていた。現在
は命に係る大怪我を負っていた際に助けてくれたギルベルトの導きで、とある街の聖堂に下宿し細々と弓兵として日銭を稼いでいる。元々大
柄な見た目で怖いと勘違いを受け、更に迫害を恐れる故に臆病なこともあり、友達はあまりいないがギルベルトや、街で有名な主従であるキ
クとアーサーが気に掛けてくれるので全くいないわけではない。
ある日、彼はそれを知らず剣へ触れた。その影響か、少々精神面が不安定で倫理観を踏み外した発言が僅かに増えている。しかし、元からそ
う言ったことは間々に見受けられていたので誰も気に留めなかった。そして彼は少しずつ狂い始める。命を救ってくれた彼を「例え世界が終
ろうとも守り続ける」という何よりも大切な約束を心の奥底に刻みながら。

一人称/二人称　僕/君
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